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■
導
入
が
多
い
教
科
は

小
学
校
算
数
、
中
学
校
英
語

本
事
業
に
よ
り
小
学
校
で

導
入
さ
れ
て
い
る
学
習
者
用

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
算
数

が
32
％
と
最
多
。
次
い
で
社

会
（
17
％
）
、
国
語
（
15

％
）
、
理
科
（
11
％
）
、
英

語
（
10
％
）
と
続
く
。
書

写
、
地
図
、
生
活
、
音
楽
、

図
画
工
作
、
家
庭
、
保
健
、

道
徳
は
そ
れ
ぞ
れ
2
〜
4

％
。中

学
校
で
は
英
語
が
30
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
数
学

（
25
％
）、理
科
（
23
％
）、国

語
（
12
％
）、地
理
（
7
％
）、

公
民
（
7
％
）、道
徳
（
5

％
）。書
写
、歴
史
、地
図
、音

楽
、器
楽
、美
術
、保
健
体
育
、

技
術
、家
庭
は
そ
れ
ぞ
れ
0

・
5
〜
3
％
。
な
お
学
年
毎

に
複
数
教
科
実
施
し
て
い
る

学
校
が
あ
り
重
複
計
上
し
て

い
る
た
め
、
割
合
の
合
計
は

1
0
0
％
を
超
え
る
。

本
事
業
に
つ
い
て
委
員
は

「
問
題
な
く
使
い
始
め
る
こ

と
に
注
力
す
べ
き
で
あ
る
と

痛
感
し
て
い
る
。
1
校
に
つ

き
1
教
科
で
進
め
て
い
る
学

校
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
学
校

教
員
が
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
新
年
度

対
応
と
も
重
な
り
、
準
備
に

関
し
て
各
校
で
の
苦
労
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
仕

組
み
で
複
数
発
行
社
・
複
数

教
科
が
導
入
さ
れ
る
と
、
さ

ら
に
多
忙
に
な
る
。
2
0
2

4
年
度
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
本
格
導
入
を
見
据

え
、
供
給
や
導
入
の
ル
ー
ル

化
、
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン

の
標
準
化
等
を
優
先
し
て
討

議
す
べ
き
」
、
「
利
用
者
の

使
い
勝
手
や
操
作
感
と
共
に

導
入
・
運
用
・
管
理
負
担
、

開
発
コ
ス
ト
ま
で
考
慮
し
た

設
計
が
必
要
」
、
「
実
証
研

究
は
今
後
、
数
年
に
わ
た
り

複
数
教
科
で
実
施
し
た

い
」
、
「
学
習
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
に
対
す
る
批
判
の

声
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る

わ
か
り
や
す
い
説
明
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
内
容
や
仕
組
み

の
構
築
と
同
様
に
重
視
す
べ

き
」
と
指
摘
し
た
。

■
次
の
ス
テ
ッ
プ
見
据
え

第
一
次
報
告
案
ま
と
め

「
第
一
次
報
告
案
」
で
は

直
近
の
現
状
に
お
け
る
メ
リ

ッ
ト
と
課
題
、
留
意
点
を
整

理
し
た
。
「
紙
版
と
デ
ジ
タ

ル
版
の
二
項
対
立
に
な
ら
な

い
よ
う
、
両
教
科
書
を
併
用

す
る
」
旨
の
記
載
に
つ
い
て

は
多
く
の
委
員
が
賛
同
。
自

治
体
や
学
校
、
家
庭
の
状
況

に
よ
り
教
育
環
境
の
格
差
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
、
検
定
制
度
の
本
格
的

な
見
直
し
に
つ
い
て
は
次
々

回
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
点
も
確
認
。
こ
の
ほ
か
次

の
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
▼
教

員
養
成
段
階
で
の
学
習
者
用

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
体
験
や

研
修
は
必
須
と
し
て
明
記

▼
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
の
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
・
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

等
を
明
記

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク

ク
ラ
ウ
ド
方
式
に
よ
る
配
信

が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
明
記

▼
健
康
面
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
に
適
切
に
説
明
し
、

学
校
と
家
庭
が
協
力
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明

記
第
一
次
報
告
案
掲
出
後
、

本
検
討
会
議
で
は
、
専
門
的

な
技
術
的
事
項
を
討
議
す
る

た
め
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
、
実
証

研
究
の
成
果
も
踏
ま
え
な
が

ら
以
下
の
点
に
つ
い
て
討

議
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け

た
報
告
書
を
ま
と
め
る
。
▼

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
供
給
を

ク
ラ
ウ
ド
配
信
に
よ
り
行
う

場
合
、
一
時
的
に
オ
フ
ラ
イ

ン
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
仕
組
み

▼
過

年
度
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
方
策
（
ラ
イ
セ
ン
ス

期
間
や
費
用
の
在
り
方

等
）
、
▼
「
学
習
ｅ
ポ
ー
タ

ル
」
等
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携

等
に
つ
い
て
検
討

ほ
か

堀
田
座
長
は
「
今
年
、
約

4
割
の
学
校
が
学
習
者
用
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
、

活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
現

場
教
員
の
混
乱
を
含
め
広
く

意
見
を
集
め
、
今
後
の
在
り

方
を
検
討
す
る
段
階
に
入
っ

た
。
学
習
指
導
要
領
が
示
す

『
学
び
に
向
か
う
力
』
を
育

む
と
い
う
観
点
か
ら
、
紙
版

・
デ
ジ
タ
ル
版
双
方
の
利
用

・
使
い
分
け
が
望
ま
し
い
。

し
か
し
双
方
同
時
の
無
償
提

供
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
技

術
的
な
面
に
つ
い
て
は
、
ど

こ
ま
で
国
が
担
保
し
、
ど
こ

か
ら
企
業
が
担
う
の
か
を
明

ら
か
に
し
、
各
教
科
書
会
社

が
そ
れ
に
向
け
た
準
備
が
で

き
る
よ
う
に
方
針
を
決
め

る
」
と
話
し
た
。

■
ク
ラ
ウ
ド
利
用
関
連
の

確
認
内
容
を
充
実

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
日

常
的
な
活
用
に
必
要
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
帯
域
の
確
保
や
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

お
け
る
同
時
接
続
数
な
ど
の

留
意
点
を
整
理
。
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お
い
て

適
切
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
の
契
約
内
容
及

び
第
三
者
認
証
な
ど
の
確
認

内
容
を
充
実
。

端
末
に
お
け
る
マ
ル
ウ
ェ

ア
対
策
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
な
ど
に
よ

る
不
正
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ

ン
ス
ト
ー
ル
防
止
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
設
定
の
一
元
管
理
、

端
末
の
盗
難
・
紛
失
に
お
け

る
遠
隔
か
ら
の
端
末
ロ
ッ
ク

や
デ
ー
タ
消
去
な
ど
の
対
策

を
整
理
し
た
。

■
今
後
目
指
す
べ
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成

今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分

離
を
必
要
と
し
な
い
構
成
を

目
指
す
。
そ
の
た
め
に
重
要

性
の
高
い
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
は
多
要
素
認
証
を
導
入

す
る
こ
と
、
学
習
者
用
端
末

を
学
校
の
Ａ
Ｐ
の
み
に
接
続

を
制
限
す
る
な
ど
の
技
術
的

対
策
、
運
用
体
制
の
整
備
な

ど
の
人
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能

と
し
た
。

ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
構
成
に

つ
い
て
は
過
渡
的
な
対
策
と

し
て
留
意
点
を
明
記
し
て
い

る
。
▼
詳
細
＝https://w

ww.mext.go.jp/a_menu
/other/1421443_00002.
htm

文
部
科
学
省
は
「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
第
2
回
改
訂
の
内
容
を
5
月

28
日
、
公
表
し
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
同
時
公
開
し
た
。
1
人
1
台
端

末
配
備
に
伴
う
校
内
外
で
の
日
常
的
な
端
末
活
用
や
ク
ラ

ウ
ド
活
用
に
向
け
た
Ｉ
Ｄ
管
理
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

記
述
を
充
実
。
ま
た
、
過
渡
期
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
構
成
の
留
意
点
や
、
今
後
目
指
す
べ
き
校
務

系
・
学
習
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
離
を
必
要
と
し
な
い
構
成

の
在
り
方
を
明
記
し
た
。

1
万
2
2
0
0
校
で
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
ク
ラ
ウ
ド
活
用
が
始
ま
っ
た
。

「
学
び
の
保
障
・
充
実
の
た
め
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実
証
事
業
」
で
は
、
1
人

1
台
端
末
活
用
も
含
め
、
多
く
の
学
校
で
「
こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績
が
な
い
」
こ
と
が
始

ま
っ
て
い
る
。
実
証
事
業
で
は
、
課
題
も
困
難
も
す
べ
て
「
成
果
」
だ
。
第
11
回
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
今
後
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
議
（
堀
田
龍
也
座
長
・
東
北
大
学
大
学

院
教
授
）
が
5
月
27
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
本
事
業
の
参
加
状
況
に
つ

い
て
報
告
。
5
月
時
点
の
集
計
に
よ
る
と
、
全
国
1
7
8
8
自
治
体
の
う
ち
1
3
7
7
自

治
体
が
本
事
業
に
参
加
。
小
学
校
約
7
9
0
0
校
、
中
学
校
約
4
3
0
0
校
、
計
約
1
万

2
2
0
0
校
が
本
事
業
に
よ
り
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
1
学
年
に
つ
き
1
教
科

も
し
く
は
自
治
体
予
算
等
に
よ
り
そ
れ
以
上
の
教
科
で
活
用
し
て
い
る
。

高
校
生
の
多
様
化
、
産
業

構
造
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
急

激
な
変
化
、
少
子
化
の
影
響

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
を
通
じ

て
、
生
徒
た
ち
が
集
い
、
学

び
、
生
活
す
る
学
校
と
い
う

場
が
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い

る
。
新
し
い
高
等
学
校
施
設

整
備
指
針
で
は
、
社
会
や
世

界
の
状
況
を
幅
広
く
視
野
に

入
れ
、
教
育
課
程
を
介
し
て

そ
の
目
標
を
社
会
と
共
有
す

る
こ
と
、
社
会
や
世
界
と
関

わ
り
合
い
な
が
ら
、
自
ら
の

人
生
を
切
り
拓
く
た
め
の
資

質
能
力
を
意
識
し
て
育
む
こ

と
、
地
域
人
材
・
資
源
を
活

用
し
た
り
社
会
教
育
と
連
携

し
て
い
く
「
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
」
を
実
現
す
る

た
め
の
学
校
施
設
の
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
た
。

■
特
色
あ
る
高
等
学
校
へ

教
科
等
横
断
的
な
学
習
が

で
き
る
な
ど
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
を
支
援
す

る
学
校
環
境
と
す
る
。
高
校

生
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、

高
等
学
校
改
革
を
実
現
す
る

た
め
、
企
業
・
地
域
・
高
大

連
携
を
推
進
で
き
る
施
設
、

専
門
学
科
の
あ
る
学
校
で
は

産
業
教
育
施
設
、
通
信
制
課

程
が
あ
る
学
校
で
は
サ
テ
ラ

イ
ト
施
設
等
を
例
示
し
た
。

■
情
報
化
に
対
応
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
学
校
教
育

の
基
盤
と
な
る
必
要
不
可
欠

な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
し
、
創

造
性
を
育
む
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
、
情
報
化
や
国
際
化
進
展

へ
の
対
応
を
盛
り
込
ん
だ
。

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
机
や
充
電

保
管
庫
等
の
整
備
、
統
合
型

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
も
明
記
。

地
域
の
人
材
育
成
・
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
の
複
合
化

・
共
用
化
、
生
徒
の
多
様
性

へ
の
対
応
、
教
職
員
の
働
く

場
と
し
て
の
機
能
向
上
も
示

し
た
。

例
え
ば
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
オ
ー
プ
ン
な
職
員
室
や
ラ

ウ
ン
ジ
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
も
な
る
ロ
ビ
ー
と
そ
れ

に
続
く
広
い
階
段
ス
ペ
ー
ス
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
た
地
域
と
協
働
で
き
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
。
そ
ん
な
高

等
学
校
が
今
後
、
増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
文
部
科

学
省
は
5
月
18
日
高
等
学
校
改
革
や
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
、
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
「
高
等
学
校
施
設
整

備
指
針
」
を
改
訂
し
、
公
表
し
た
。
本
整
備
指
針
は
、
3

月
末
に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
「
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
〜
特
色
・
魅
力
あ
る
教
育
と
生

徒
の
多
様
な
学
び
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

〜
」
を
反
映
。
「
学
校
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
協
力
者
会
議
」
（
上
野
淳
主
査
・
東
京
都
立
大
学
名
誉

教
授
）
は
2
0
1
9
年
6
月
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。

公
立
高
等
学
校
7
校
、
私
立
高
等
学
校
4
校
も
視
察
。

5
月
27
日
、
第
1
回
中
央

教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育

分
科
会
学
校
安
全
部
会
（
渡

邊
正
樹
部
会
長
・
東
京
学
芸

大
学
教
職
大
学
院
教
授
）
が

開
催
さ
れ
、
2
0
2
1
年
3

月
に
諮
問
さ
れ
た
「
第
3
次

学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る

計
画
の
策
定
」
に
つ
い
て
、

主
に
安
全
教
育
、
特
に
防
災

教
育
の
充
実
に
つ
い
て
討

議
。
来
年
1
月
ま
で
に
答
申

を
ま
と
め
、
2
0
2
2
年
3

月
ま
で
に
次
の
計
画
を
策
定

す
る
。
5
年
間
の
第
二
次
計

画
は
今
年
度
で
終
了
。

学
校
の
耐
震
化
は
第
二
次

計
画
の
5
年
で
大
き
く
進
ん

だ
も
の
の
、
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
策
定
は
1
0
0
％

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
さ
ら

に
懸
念
す
べ
き
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
形
骸
化
し
て
実
効
性
が

な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

委
員
か
ら
は
「
現
在
の
計
画

は
、
再
発
予
防
に
偏
っ
て
い

る
。
多
く
は
そ
れ
で
対
応
で

き
る
が
、
様
々
な
危
険
が
生

じ
て
い
る
今
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
膨
大
に
な
り
、
身
に
つ
か

な
い
と
い
う
危
険
が
あ
る
。

ま
た
、
想
定
外
の
事
故
等
に

つ
い
て
は
再
発
予
防
の
ス
タ

ン
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
。

想
定
外
の
こ
と
に
も
対
応
す

る
た
め
に
は
、
自
ら
を
守
る

た
め
に
判
断
で
き
る
力
を
育

む
必
要
が
あ
る
。
命
を
守
る

こ
と
、
安
全
に
過
ご
す
こ
と

は
人
生
に
お
い
て
最
大
の
課

題
と
捉
え
、
健
康
教
育
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
も
含
め
た
防
犯
教

育
、
が
ん
教
育
等
そ
れ
ぞ
れ

を
分
断
す
る
の
で
は
な
く
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
、
探
究
学

習
の
テ
ー
マ
の
1
つ
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
で
、
日
常
的

に
自
ら
を
守
る
力
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
。
何
か
起
こ
っ

た
と
き
に
対
応
で
き
る
力
で

は
な
く
、
日
常
的
に
プ
ラ
ス

に
な
る
学
び
が
必
要
」
、

「
航
空
安
全
や
医
療
安
全
で

は
、
技
術
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
常
識
」
と
指
摘
し
た
。

地
域
と
の
連
携
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
指
摘
。
「
自
治

体
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
危
険
か
所

等
、
地
域
住
民
な
ら
で
は
の

情
報
が
あ
る
。
こ
れ
を
共
有

す
る
た
め
に
地
域
連
携
は
重

要
」
と
話
し
た
。

本
部
会
で
は
、
幼
稚
園
、

学
校
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校

医
経
験
者
の
ほ
か
学
校
安
全

や
防
犯
、
地
震
や
防
災
、
熱

中
症
予
防
、
法
務
等
に
関
す

る
多
様
な
専
門
家
が
参
加
。

多
方
面
か
ら
の
討
議
が
期
待

で
き
る
。

ＧＩＧＡスクール構想によりほぼすべての小中学校
に１人１台端末環境が配備された。今後はこの環境を
活かし、クラウドを利用しながら、個別最適な学び、
誰一人取り残さない学び、想定外の危機も乗り越える
ことができる資質能力の育成が求められている。５月
２８日に公開された「教育情報セキュリティポリシーに
関するガイドライン ハンドブック」では、「学校内
で、先生と一緒に、インターネットやクラウドにつな
がる端末を毎日利用する、絶好の機会。まず禁止、制
限ではなく、児童生徒のうちから、適切なセキュリテ
ィの確保された環境下で活用の実践を積み重ねること
こそが、これからの時代で生きていくためには不可
欠」と記している

■堀田龍也教授（東北大学大学院）は、「これまで通
りの学びはもう終わる。ＧＩＧＡ端末を活用して個別
最適な学びを実現する、そのスピード感は、学校や教
育委員会の教育観次第。挑戦する組織であってほし
い」と話す……………………………………………２面

■端末活用のために今後、一層重要になるのがセキュ
リティを確保しながら運用・管理していく仕組みづく
りである。改訂した教育情報セキュリティポリシーガ
イドラインでは、校務用端末の多要素認証や、端末の
運用・管理の仕組みの導入を必須としている……３面

■全小中学校約４割の学校で学習者用デジタル教科書
の活用が始まった。１人１台端末でどのように活用す
れば良いのか……………………………………５面

グループごとの学びに
取り組みやすい教室

学校の中心に地域協働
スペースを設けた

屋
久
島
町
教
育
委
員
会

（
塩
川
文
博
教
育
長
）
は
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
に
取
り
組
み
始

め
て
9
年
に
な
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
＝EducationforSusta

inableDevelopment

）
教

育
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育
で
あ
り
、
現
代

社
会
の
課
題
を
自
ら
の
問
題

と
し
て
捉
え
て
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
学
習
活

動
で
あ
る
。
屋
久
島
町
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
教
員
向

け
研
修
会
や
外
部
専
門
家
を

講
師
と
し
て
授
業
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
子
供
た
ち
の
学

習
活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

「
屋
久
島
型
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
」

で
は
、
屋
久
島
町
内
の
子
供

た
ち
が
他
校
や
専
門
家
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
な
が
ら

伝
え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、

各
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ

る
。八

幡
小
学
校
、
一
湊
小
学

校
、
小
瀬
田
小
学
校
の
3
校

は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
つ
な
い
で
、
互
い
の
取
組

を
紹
介
し
あ
っ
た
。
八
幡
小

学
校
か
ら
は
、
海
岸
清
掃
や

鹿
に
よ
る
食
害
調
査
な
ど
の

取
組
が
紹
介
さ
れ
た
。
一
湊

小
学
校
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
の
実
現
に
向
け
た
様

々
な
取
組
、
小
瀬
田
小
学
校

か
ら
は
、
屋
久
島
の
木
材
の

歴
史
や
利
用
方
法
、
亀
を
取

り
巻
く
環
境
の
改
善
に
つ
い

て
の
取
組
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
屋
久
島
町
Ｅ
Ｓ

Ｄ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
環

境
文
化
村
研
修
セ
ン
タ
ー
職

員
が
各
校
の
報
告
に
対
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
コ
メ
ン
ト

し
た
。
八
幡
小
学
校
に
は
、

「
海
岸
清
掃
と
世
界
と
の
つ

な
が
り
に
さ
ら
に
目
を
向
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
今
後
ど

の
よ
う
な
広
が
り
を
見
せ
る

の
か
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

て
、
子
供
た
ち
は
自
ら
の
学

習
を
振
り
返
り
な
が
ら
納
得

し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
八
幡
小
学
校

は
、
奈
良
県
の
奈
良
市
立
都

祁
小
学
校
と
の
遠
隔
合
同
授

業
を
通
じ
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育

を
深
め
て
い
る
。
都
祁
小
学

校
は
、「
水
」に
着
目
し
て
、

世
界
の
水
と
地
域
の
水
を
比

べ
て
、
そ
の
貴
重
さ
を
伝
え

て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
互
い

の
取
組
を
紹
介
す
る
だ
け
で

な
く
、
屋
久
島
や
奈
良
の
自

然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
と
学

校
、
学
校
と
専
門
機
関
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
て
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
課
題
解

決
を
み
ん
な
で
考
え
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
教
育
の
取
組
が
、
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
る
だ
ろ
う
。
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健康教育

教育改革
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〈最終回〉オンラインで高め合うESD教育〈最終回〉オンラインで高め合うESD教育

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

小
中
１
万
2200
校
で
活
用
開
始

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

小
中
１
万
2200
校
で
活
用
開
始

連載 元気な小小規規模模校校を増やす！

�
命
を
守
り
安
全
に
過
ご
す
�

テ
ー
マ
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
探
究
を

学
校
安
全
部
会

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
対
す
る�
誤
解
�

払
拭
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
が
重
要

屋
久
島
型
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育

ESD教育に9年間取り組んでいる

高
等
学
校
施
設
整
備
指
針
を
改
訂

高
等
学
校
施
設
整
備
指
針
を
改
訂

（１） ２０２１年（令和３年）６月７日（月曜日）

教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

第
２
回
改
訂
内
容
を
公
表

高
機
能
・
多
機
能
な
学
校
へ

高
機
能
・
多
機
能
な
学
校
へ
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